
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

北陸地方整備局 地域道路課担 当 課：
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事業 事業

事業名 主要地方道 佐渡縦貫線（小佐渡縦貫道路） 区分 地方道 主体 新潟県
さどじゅうかんせん こ さ ど じ ゅ う か ん ど う ろ

自：新潟県佐渡市外山 延長
に い が た け ん さ ど し と や ま

起終点 至：新潟県佐渡市飯岡 6.2km
にいがたけんさどしいいおか

事業概要

、 、主要地方道佐渡縦貫線は 佐渡市入 川から佐渡市羽茂に至る延長約74.2kmの主要幹線道路であるほか
にゅうかわ は も ち

商業・医療の中心地国仲地区を縦断し、生活基盤を支える重要な路線である。小佐渡縦貫道路道路は、集
くになか

落間を結ぶともに国道350号の代替道路として位置づけられる延長6.2kmの2車線道路である。

本事業は、当該区間の狭隘箇所の拡幅及び落石危険箇所を回避するため改良を行うものである。

Ｈ７年度事業化 都市計画決定なし Ｈ８年度用地着手 Ｈ９年度工事着手

全体事業費 約59億円 事業進捗率 57％ 供用済延長 3.2km

計画交通量 1,400台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)

分析結果 ２２/２３億円 ３２/３２億円 平成１７年(事業全体)※

億円 走行時間短縮便益：２８/２８億円１．４ 事 業 費：20/21

億円 走行費用減少便益： １/ １億円(残事業) 維持管理費： 2/ 2

交通事故減少便益： ０/ ０億円１．５

その他便益※ ： ３/ ３億円

事業の効果等

・国土・地域ネットワークの構築（大型車のすれ違い困難区間の解消）

・災害への備え（緊急輸送道路としての機能強化、防災点検要対策箇所の解消が見込まれる）

他７項目に該当

関係する地方公共団体等の意見

主要地方道佐渡縦貫線は、地域交流の促進、消防15分圏・救急30分圏の拡大等に重要な役割を果たすこ

とが期待されており、佐渡市「新市建設計画」の骨格をなす幹線道路として、事業促進が望まれている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

当工区では、法面崩壊等の災害がたびたび発生しており、それに伴う全面通行止め等の交通規制が生じて

いることから、早急な道路整備が求められている。

事業の進捗状況、残事業の内容等

現在までに外山工区の3.2kmを部分供用済。残事業は、道路拡幅部分L=3.0kmである。
と や ま

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

用地難航箇所があり時間を要したが、地権者の合意が得られ、用地難航箇所がほぼ解消されるため、今

後の整備促進が見込まれる。

施設の構造や工法の変更等

特になし

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
※ 事業全体：区間の一部に部分供用があるため、既供用区間を除く区間を対象とした費用便益分析を実施。
※ その他便益：佐渡島特有の地形条件のため、災害等により交通規制が発生すると大幅な迂回が生じることから、

それらに伴い発生する時間的損失等が道路整備により解消されることで得られる便益。


